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おもな内容

最
高
齢
者
は
九
十
四
歳
…
…
の

大
型
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
完
成
…
図

第
九
回
体
育
祭
…
ポ
・
卜
…
…
…
㈹

税
の
コ
ー
ナ
ー
…
三
…
…
…
ω

同
和
対
策
シ
リ
ー
ズ
②
…
画

ふ
る
さ
と
の
ロ
マ
ン
今
一
度
⑤

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
を

　
　
　
　
な
く
そ
う
…
6

駐
在
所
コ
ー
ナ
ー
…
…
…
…
㈲

子
供
キ
ャ
ン
プ
大
会
…
…
…
qり

　　　一農村センター完成一

　明るく生活水準の高い近代的な村を建設するための

施設としてこのたび、小原農協脇に江南村農村センタ

ーが完成しました。

　このセンターは、．昭和49年1月21日から施行し、総

工費55，380千円、県補助金12，500千円、起債7，000千

円、一般財源35，880千円です。

　鉄筋コンクリ・一ト2階建で、1階に大広間、調理室

浴室、営農相談室を備え、2階には大小会議室があり

　
　
ロ
ァ

、
鉄
室
．
す
こ
年
く
て

　
浴
ま
　
お
だ
し

のセンターは、住民の皆様の各種研修・会議及び

寄りのかたがたの憩いの場として、利用していた

ための施設です。このセンターのご利用につきま

のお問合せは、役場産業課へどうぞ。

9月1日現在）1，866面積22．34牢方キロ世帯数8，354（男4，136女4，218）く村勢〉総人ロ



広報こうなん（2昭和49年10月1日

●
　
長
い
あ
い
だ
、
社
会
の
た
め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
、
老
人
の
か
た
を
敬
愛
し
●

●
長
寿
を
祝
い
、
老
人
の
福
祉
を
み
ん
な
で
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
年
ご
と
に
高
●

●
齢
化
社
会
に
進
ん
で
い
る
現
在
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
　
●

●
　
村
で
は
、
七
十
歳
以
上
に
な
ら
れ
た
か
た
の
長
寿
を
お
祝
し
て
「
敬
老
の
日
」
●

●
に
記
念
品
を
さ
し
上
げ
ま
し
た
．

惣
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
新
田
の
新
井
さ
ん

七
十
歳
以
上
は
四
百
二
十
人

　
写
真
は
、
九
十
四
歳
の
新
井
さ
ん

　
目
も
耳
も
ま
だ
し
っ
か
り
し
て
い
て

身
の
囲
り
の
事
も
、
家
族
の
め
ん
ど
う

に
な
り
ま
せ
ん
。

　
食
物
も
家
の
人
と
同
じ
物
壱
モ
リ
モ

リ
た
べ
て
、
と
き
ど
き
針
し
ご
と
も
し

た
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
け
が
を

し
て
は
大
変
と
、
家
族
か
ら
と
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
、
病
気
ら
し
い
病
気
も
な

く
、
今
日
も
す
こ
ぶ
る
元
気
で
す
。

那

　
九
月
十
五
日
現
在
で
米
寿
を
、
お
迎

え
し
た
か
た
が
た
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
）

氏　　　名 年齢 字　　名

新　井　や　寿 94 上新田

吉　岡　京三郎 92 樋春北

橋　本　い　ち 一90 御正新田

上　田　ま．ち 89 上押切

小松原　さ　と 88 樋春北

篠　崎　な　み 88 成　　沢

　
村
内
の
七
十
歳
以
上
の
か
た
を
、

別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
．

字
　
　
名

小
江
川

御
正
新
田

成
　
　
沢

三
　
　
本

＿一一一男ハ〇二七

モ毛元嬰女

字

合
　
計

八
四
人

五
一
〃

四
七
〃

三
三
〃

柴千塩須野樋上上下板樋
　　　賀　春新押押　春
　代広原南田切切井北

二四六五五六〇八四九二

二七八一二二九二〇二九

四一四六七八九〇四一一
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃人

　
老
後
に
生
き
が
い
を

　
人
生
五
〇
年
と
い
わ
れ
た
の
は
、
ま

だ
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
な
気
が
七
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
医
療
の
向
上
と

公
衆
衛
生
の
充
実
に
よ
り
、
平
均
寿
命

が
大
巾
に
伸
び
て
、
老
人
の
数
が
多
く

な
る
と
共
に
、
老
人
に
な
っ
て
か
ら
の

生
活
が
社
会
的
な
問
題
に
ま
で
ひ
ろ
が

っ
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
や
ね
た
き
り
老

．
人
な
ど
が
孤
独
な
生
活
の
は
て
の
悲
さ

ん
な
事
故
が
、
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
■

　
こ
の
機
会
に
A
お
年
寄
の
か
た
が
た

が
、
心
か
ら
、
長
生
き
し
て
よ
か
っ
た

た
の
し
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な
生
活

環
境
や
、
老
人
自
ち
も
積
極
的
に
社
会

の
一
員
と
し
て
、
生
活
し
、
活
動
で
き

る
よ
う
、
私
達
一
人
一
人
が
真
剣
に
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
人

大
型
ビ
ニ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
ズ
完
成

　
野
菜
専
業
自
立
経
営
農
家
を
育
成
す

る
た
め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
大

、
型
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
、
御
正
新
田
と

樋
春
地
区
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
現
在
の
野
菜
志
向
農
家
の

経
営
内
容
は
、
米
・
麦
・
養
蚕
・
野
菜
・

と
作
目
が
多
く
、
労
働
が
重
な
り
合
い

労
働
が
激
し
い
反
面
、
所
得
は
百
万
か

ら
百
二
十
万
程
度
で
す
。

　
今
後
農
家
が
、
自
立
す
る
た
め
に
は

規
模
を
拡
大
し
野
菜
の
団
地
化
を
行
な

い
栽
培
協
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
事
業
費

　
　
　
七
千
百
五
十
万
円

　
建
築
面
積
一
万
二
百
平
方
耕

国
庫
補
助
金
　
　
三
千
四
百
八
十
万
円

村
費
補
助
金
　
　
　
六
百
九
十
七
万
円

組
合
員
負
担
金
二
千
九
百
七
十
三
万
円

　
冬
期
に
は
、
温
水
ボ
イ
ラ
ー
を
た
い

て
、
主
と
し
て
「
キ
ュ
ウ
リ
」
を
栽
培

し
、
春
作
一
回
、
抑
制
栽
培
一
回
の
年

間
二
回
収
穫
し
て
、
お
も
に
東
京
の
市

場
へ
協
同
で
出
荷
す
る
見
込
に
な
っ
て

い
ま
す
。

写
真
右
は
ハ
ウ
ス
の
内
部
で
す
。

左
は
外
部
で
一
棟
が
た
て
、
よ
こ
、

二
十
層
、
・
五
十
屑
で
す
。

』
》
）

）

）

し



昭和49年10月1日3）広報こうなん

10月10日体育の日

～
～家族そろって参加し重しよう。

　
ス
ポ
ー
ツ
σ
秋
で
す
。
村
で
は
、
．
十

月
十
日
の
「
国
民
体
育
の
日
」
に
村
民

全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
、
村
民
体
育
祭
を
次
の
と
お
り

予
定
し
て
お
り
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
期
　
日
　
十
月
十
日

　
場
　
所
　
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
時
間
午
前
八
時
か
ぢ

　
尚
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
次
第
回
覧

い
た
し
ま
す
。

　
競
技
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
の
か
た
で

（

（

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
種
目
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
賞
品
も
た
く
さ
ん
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
の
競
技
風
景
を
写
真
で
見
ま
し

よ
）
フ
。

　
下
は
、
マ
マ
さ
ん
の
ボ
ー
ル
引
き
競

．
，
走
で
す
。

　
ボ
ー
ル
が
　
コ
ロ
コ
ロ
な
か
な
か
決

勝
点
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　＝玉入競走＝．

　みんな、童心にかえって、紅白の玉をな

入れています。

（〆　　　　＼

ρ＾へ、．

』
全
て
の
児
童
は
、
心
身
共
に
す
こ
，

や
か
に
生
れ
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活

を
保
障
さ
れ
る
。
」
と
児
童
憲
章
は

唱
え
て
い
ま
す
が
、
事
故
と
か
、
病

気
で
、
父
や
母
を
な
く
し
た
子

供
、
貧
困
に
よ
り
捨
て
ら
れ
た

子
供
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
親
■

に
せ
っ
か
ん
さ
れ
て
死
ん
で
ゆ

く
子
供
な
ど
、
現
実
の
姿
を
み

る
と
悲
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

「
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に

は
、
こ
れ
に
代
る
環
境
が
与
え

ら
れ
る
。
」
と
言
う
児
童
憲
章

の
精
神
を
、
あ
な
た
の
家
庭
で

う
か
。

　
児
童
相
談
所
に
は
、

事
故
、
貧
困
故
に
、
捨
て
ら
れ
、

に
家
肌

子
の
に
供
の
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

いな
な
親
め
に
、
あ
な
た
方
の
、
あ
た
た

の
あ
埋
か
い
家
庭
の
雰
囲
気
が
必
要
で

家

実
践
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
母
の
入
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、

　
え
り
み
ら
れ
な
い
と
い
う
相
談
が
、

　
毎
日
の
よ
う
に
受
付
け
ら
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
そ
う
し
た
子
供
た
ち
は
、
き
ょ
う

　
　
　
帰
る
家
を
な
く
し
、
悲
し
み
に

を
＝
沈
み
な
が
ら
、
家
庭
を
求
め
て

庭
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
里
親
制
度
は
、
こ
う
し
た
子

た
膿
子
供
達
の
健
全
な
成
長
の
た

　
希

　
　
す
。

　
　
　
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
に

あ
た
た
か
い
家
庭
を
是
非
〃
”

　
（
里
親
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は
、
役
場
住
民
課
又
は
、
福
祉
事
務

所
へ
ど
う
ぞ
。
）

、

あら

　
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
“
赤
い
羽
根
”

共
伺
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
生
活
水
準
は
上
が
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
は
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
病
気
に
な

っ
た
り
、
交
通
事
故
な
ど
で
、
不
自
由

－
な
か
ら
だ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
身
よ
り
の
な
い
お
と
し
よ
り
も

い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
、
明
る
い
生
活
が
お
く
れ

・
る
よ
う
に
、
お
た
が
い
に
た
す
け
あ
っ

て
、
あ
す
を
よ
り
豊
か
に
、
実
吟
あ
る

も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
ヶ
。

　
近
く
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、
共
同
募

金
の
お
願
い
に
ま
い
り
ま
す
が
よ
ろ
し

く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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㌶
笏
獲
笏
影
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主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
女
性
の
勤
労
意
欲
の
高
ま
り
を
反
映

し
て
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
く
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
主
婦
が
、
パ
ー
ト
で
働
い
た

時
の
配
偶
者
控
除
と
所
得
税
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
金
額
か

ら
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
及
び
基
礎

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差
引
い
た
残

額
に
税
金
が
か
か
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
配
偶
者
控
除
は
、
配
偶
者
に
一
定
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
夫
の
所

得
か
ら
差
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
所
得
の

限
度
は
、
主
婦
が
、
パ
ー
ト
な
ど
の
所

得
が
な
け
れ
ば
年
間
二
〇
万
円
で
す
。

　
パ
ー
ト
収
入
は
、
ふ
つ
う
給
与
所
得

と
な
り
ま
す
か
ら
、
収
入
か
ら
給
与
所

L
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蝿
一
≡
一
蟻
≡
＝
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一
一
≡
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一
一
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i10月の納税
唾

…村・県民税第3期翁
ヨ

…国民健康保険税

…　　　　第4期命
塾

…　納期10月31日まで
き

…●小さな税にも
す

垂　　　大きな使命●

引1二醒III日矧Illl甥IIIIIユ醒”1日甥1”ll互IIIll”rI”””rI”II”rI”II揚

得
控
除
を
差
引
い
た
も
の
が
所
得
と
な

り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
パ
ー
ト
に
よ
る
所
得
二
〇

万
円
は
、
年
間
収
入
で
六
三
万
七
千
五

百
円
に
相
当
し
ま
す
か
ら
、
一
ケ
月
の

平
均
収
入
が
約
五
万
三
千
百
円
以
下
の

と
き
は
、
夫
の
所
得
税
の
計
算
の
と
き

に
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
が
年
間
六
七
万
円
を
超

え
ま
す
と
、
主
婦
自
身
が
、
所
得
税
を

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
、
年
間
六

　
三
万
七
千
五
百
円
（
月
平
均
五
万
三

　
千
百
円
）
以
下
の
と
き
は
、
ほ
か
に

　
所
得
が
な
け
れ
ば
、
夫
の
所
得
か
ら

　
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
三
万
七
千
五
百
円
を
超
え
六
七
万
円

　
（
月
平
均
約
五
万
五
千
八
百
円
）
以

　
下
の
と
き
は
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶

　
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
が
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
に
は
、
所

　
得
税
が
か
か
ら
な
い
。

三
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
年
間
六
七

二
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が
、
年
間
六

　
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
夫
の
所
得

　
か
ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
主
婦
の
顎

　
パ
ー
ト
収
入
に
対
し
て
所
得
税
が
か
，

　
か
り
ま
す
。

●
く
わ
し
く
は
、
熊
谷
税
務
署
、
所
得

　
税
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
電
話
　
一
二
－
二
九
〇
五

建
物
を
こ
わ
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
税
務
課
へ

　
新
し
く
建
物
を
、
た
て
た
場
合
に
は

建
築
確
認
申
請
書
に
よ
り
調
べ
て
、
家

屋
調
査
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
建
物
を

と
り
こ
わ
し
た
場
合
に
は
、
建
物
滅
失

登
記
に
よ
り
調
べ
て
お
り
ま
す
が
、
滅

失
登
記
が
な
さ
れ
な
沿
場
合
や
、
と
り

こ
わ
し
た
建
物
が
登
記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
家
屋
調
査

の
時
に
調
べ
て
お
り
ま
す
が
、
万
一
も

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
、
と
り
こ

わ
し
た
建
物
に
い
つ
ま
で
も
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
．

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
せ
ぎ
、
適
正

な
課
税
を
す
る
た
め
に
、
建
物
を
と
り

こ
わ
し
ま
し
た
ら
、
役
場
税
務
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ゆ
じ
　
じ
ロ
じ
ロ
じ
　
ロ
ロ
コ
じ
ヨ
ヒ
ニ
ド
ロ
じ
　
じ
ロ
じ
ロ
じ
ロ
ゆ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

口
た
ば
こ
は
村
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
同

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Φ
昌
－
杢
－
墨
亘
昌
－
畳
－
藍
ー
8
亘
昌
－
杢
1
＝
1
畳
ー
…
『
＝
ー
蓋
Φ

不
動
産
取
得
税
の
減
額

一
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以

　
内
に
そ
の
土
地
の
う
え
に
住
宅
を
新

　
築
し
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
不
動
産

　
取
得
税
か
ら
、
原
則
と
し
て
四
万
五

　
千
円
ま
で
減
額
さ
れ
ま
す
。

二
、
住
宅
を
新
築
し
た
月
か
ら
一
年
以

　
内
に
、
そ
の
敷
地
を
取
得
し
た
と
き

　
は
そ
の
土
地
の
不
動
産
取
得
税
か
ら

　
原
則
と
し
て
四
万
五
千
円
ま
で
減
額

　
さ
れ
ま
ナ
。

三
、
住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
、
土
地

　
を
取
得
し
た
と
き
は
、
取
得
の
日
か

　
ら
二
年
間
を
限
度
と
し
て
納
税
が
猶

　
予
港
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
住
宅
建
設
が
真
実
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
注
）
　
減
額
は
、
土
地
と
家
屋
の
取

得
が
同
一
人
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

○
く
わ
し
く
は
、
県
税
事
務
所
・
不
動

　
産
係
に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

　
　
　
五
千
七
百
十
六
人

　
九
月
十
日
の
永
久
選
挙
人
名
簿
に
、

今
回
新
し
く
登
録
さ
れ
た
人
は
、

百
六
十
一
人
で
、
昨
年
よ
り
百
九
十
八

人
増
加
し
ま
し
た
。

　
投
票
区
別
永
久
選
挙
人
名
簿
登
録
者

数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（49．9．10現在）

投票区名 男 女 計

第1投票区 583 622 1，205

第2投票区 623 632 1，255

第3投票区 551 597 1，148

第4投票区 546 584 1，130

第5投票区 492 486 978

合　　計 2，795 2，921 5，716

■
人
　
　
　
事

　
南
小
学
校
長
が
異
動

　
こ
の
た
び
、
南
小
の
森
本
校
長
が
病

気
の
た
め
休
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
任
校
長
は
、
九
月
十
六
日
付
で
、

篭
原
小
の
戸
井
田
経
世
先
生
が
発
令
さ

れ
着
任
し
ま
し
た
。

｝
南
小
校
長

　
　
戸
井
田
経
世

　
　
　
役
場
職
員

○
退
職
（
七
月
三
十
一
日
付
）

　
　
新
井
豊
子
（
水
道
課
）

　
　
役
職
員
交
替

成▼
沢区

長
（
八
月
一
日
付
）

広
沢
基
（
水
野
八
郎
）

　
　
ヘ
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

》・）

）

）
　
）
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中
世
の

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て

の
中
世
の
こ
ろ
、
法
律
や
制
度
と
し
て

の
身
分
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

社
会
的
に
さ
げ
す
ま
れ
た
人
び
と
は
い

ま
し
た
。
武
士
も
、
は
じ
め
は
「
侍
」

と
い
う
文
字
が
意
味
す
る
よ
う
に
、
都

の
貴
族
に
侍
っ
て
、
そ
の
護
衛
に
あ
た

り
、
身
分
的
に
高
い
地
位
に
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
た
あ
と
も
、
い

わ
ゆ
る
ご
家
人
ク
ラ
ス
以
上
の
武
士
は

支
配
階
級
で
し
た
が
、
そ
れ
以
下
の
武

士
の
社
会
的
地
位
は
低
い
も
の
で
し
た
。

　
室
町
時
代
に
な
り
ま
す
と
、
武
士
階

級
は
、
貴
族
や
寺
社
の
支
配
し
て
い
た

荘
園
を
奪
っ
て
領
土
と
し
て
い
き
ま
す

が
、
荘
園
に
は
、
在
家
な
ど
と
呼
ば
れ

る
隷
属
的
な
農
民
が
い
ま
し
た
。
ま
た

農
業
や
工
業
の
生
産
力
が
高
ま
る
に
つ

れ
て
、
商
品
流
通
が
活
発
に
な
り
、
商

工
業
者
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
商
人
や
職
人
の
社
会
的
地
位
は
、

（

（

被
差
別
民

今
日
わ
た
く
し
た
ち
が
考
え
る
よ
り
以

上
に
、
は
る
か
に
低
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
、
武
士
の
下
人
、
隷
属
的
農

民
、
商
工
業
者
、
そ
し
て
女
性
な
ど
多

く
の
庶
民
は
、
社
会
の
底
辺
に
追
い
や

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
最

底
辺
に
、
一
部
と
く
に
疎
外
さ
れ
て
い

た
人
々
が
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
河
原
者
と
か
非

人
、
あ
る
い
は
散
所
者
、
宿
者
、
庭
者
、

唱
聞
師
、
犬
神
人
、
坂
の
者
、
小
法
師

な
ど
と
呼
ば
れ
、
大
き
く
分
け
て
次
の

よ
う
な
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
　
清
掃
、
か
ご
か
き
の
よ
う
な
奉
仕

　
的
雑
役

▽
屋
根
ふ
き
、
壁
ぬ
り
、
造
園
、
石

　
垣
づ
く
り
な
ど
土
木
関
係
の
仕
事

▽
　
鳥
獣
の
処
理
と
こ
れ
に
関
連
す
る

　
皮
革
製
造
や
鳥
獣
の
肉
な
ど
の
販
売

▽
　
染
色
・
竹
細
工
・
は
き
も
の
づ
く

　
り
・
武
具
づ
く
り
な
ど
の
手
工
業

瓢

▽
　
運
輸
・
渡
船
・
通
信
な
ど
交
通
関

　
係
の
仕
事

▽
　
検
察
・
護
衛
・
行
刑
な
ど
下
級
警

　
察
的
な
業
務

▽
　
雑
芸
能

　
こ
れ
ら
の
仕
事
を
み
ま
す
と
、
当
時

の
主
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
農
業
か
ら

　
十
五
世
紀
の
後
半
、
応
仁
の
乱
を
境

に
、
戦
国
時
代
に
は
い
り
ま
す
と
、
い

ま
ま
で
社
会
の
底
辺
に
い
た
人
々
は
次

第
に
社
会
的
地
位
を
上
昇
さ
せ
、
社
会

的
な
隷
属
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
農
地
を
持
ち
、
農
業
を
営

む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
商
人
や
手
工

業
者
が
富
の
力
に
よ
っ
て
社
会
的
地
位

を
高
め
た
こ
と
、
下
剋
上
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
下
層
の
庶
民
が
、
実
力
に
よ

っ
て
、
圧
迫
さ
れ
て
い
た
地
位
を
は
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

離
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

のつよを
けてう高
て’にめ
い圧’た
つ迫下こ
たさ層と
これの’
とて庶下
ない民剋
どたが上
に地’と
よ位実い
りを力わ
まはにれ
すねよるo

D飢D劔瓢【過G誕》G瓢

　
し
か
し
、
一
世
紀
に
わ
た
る
社
会
的

動
乱
が
お
さ
ま
り
ま
す
と
、
新
た
に
成

立
し
た
近
世
統
一
封
建
権
力
の
手
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
ど
違
っ
た
支
配
体
制

が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
新
し
い
差
別
問
題

が
発
生
し
て
く
る
の
で
す
。

節
水
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
水
　
道
　
課

　
蛇
口
の
点
検
も
う
一
、
度
〃

ポ
タ
ポ
タ
で
も
一
栓
あ
た
り
一
日
に
10

4
～
1
3
4
も
漏
水
し
て
し
ま
い
ま
す
。

（

う
ド（

　
　
　
『
投
票
箱
』
か
ら

　
　
ふ
る
里
の
ロ
マ
ン
を
今
一
度

　
　
　
　
　
　
　
小
江
川
　
三
角
英
吉

　
　
　
こ
の
土
地
（
江
南
村
）
は
、
荒
川
の

　
清
流
に
恵
ま
れ
た
の
か
早
く
よ
り
、
文

　
化
の
な
が
れ
を
く
ん
だ
、
信
仰
の
厚
い

　
優
雅
な
里
だ
っ
た
ろ
う
。

　
　
辻
や
旧
道
に
ヒ
ッ
ソ
リ
と
た
た
づ
ま

　
　
い
を
見
せ
て
い
る
道
祖
神
や
庚
申
塔
、

　
畑
の
片
す
み
、
山
の
草
に
お
お
わ
れ
た

　
土
塚
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
語
り
草
、
山

　
あ
い
の
木
か
げ
の
中
の
、
今
も
昔
も
変

　
ら
ぬ
ひ
な
び
た
祭
り
、
さ
て
は
、
戦
国

　
乱
世
の
武
将
の
墓
に
あ
や
か
る
ロ
マ
ン

　
は
遠
い
昔
の
武
蔵
国
の
面
影
を
し
の
ぶ

　
　
の
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
説
も
あ
る
と
思
う
。

　
伏
せ
て
置
く
の
は
、
誠
に
惜
し
い
こ
と

　
　
で
す
。

　
　
例
え
ば
、
そ
の
昔
、
日
光
街
道
と
聞

　
　
い
て
い
る
上
新
田
前
の
姥
ケ
沢
、
千
代

　
　
の
飯
玉
神
社
の
片
目
の
鯉
、
板
井
の
一

　
夜
土
提
、
小
江
川
椎
樫
稲
荷
、
成
沢
地

　
内
の
行
人
塚
、
樋
春
の
苔
む
す
石
仏
群

　
な
ど
の
由
来
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
、
悲

　
恋
、
悲
話
が
か
く
さ
れ
て
お
り
、
又
言

　
伝
へ
も
あ
る
と
思
う
。

　
　
江
戸
時
代
、
そ
れ
以
前
の
素
朴
な
生

　
活
の
知
恵
、
人
間
像
の
温
も
り
も
写
し

　
出
さ
れ
る
。

　
　
旧
い
民
家
が
年
ご
と
に
消
え
て
行
く

歎剛瓢
諭
瓢瓢

よ
う
に
、
移
り
変
る
時
代
の
中
に
忘
れ

逝
く
昔
日
の
香
り
を
語
り
人
（
か
た
り

べ
）
の
健
在
の
う
ち
に
、
書
き
し
る
し

て
お
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
先
祖
の
遺
産
の
文
化
財
と
は
趣
き
を

異
に
し
た
置
土
産
を
興
味
と
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
す
る
た
め
に
。

　
村
外
に
在
住
し
て
い
る
か
た
、
働
き

に
出
て
い
る
か
た
、
　
「
ふ
る
里
は
遠
き

に
あ
り
て
想
う
も
の
」
啄
木
先
生
の
詩

に
想
い
を
よ
せ
て
険
を
く
も
ら
せ
て
い

る
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
以
前
、
病
院
に
入
院
し
た
時
、
青
森

か
ら
の
二
十
才
を
過
ぎ
た
看
護
婦
さ
ん

に
「
生
れ
故
郷
と
関
東
で
は
ど
う
感
じ

る
」
と
聞
い
た
所
、
こ
ち
ち
も
好
い
け

ど
ふ
る
里
は
捨
て
難
い
物
と
、
シ
ュ
ン

と
し
た
。

　
み
ち
の
く
の
北
の
果
て
で
も
、
生
れ

育
っ
た
「
ふ
る
里
」
は
、
住
め
ば
都
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
村
外
に
住
ん
で
い
る
か
た
も
、
ぎ
っ

と
そ
う
で
し
ょ
う
。

　
旧
い
物
語
り
、
言
伝
へ
も
編
集
し
て

村
内
外
の
同
好
者
に
配
布
（
有
償
）
で

も
し
た
な
ら
、
さ
ぞ
や
よ
ろ
こ
ぶ
事
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

』
『
へ

獣
締
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たばこによる

火災を

なくそう

　
た
ば
こ
は
、
人
間
に
い
く
つ
か
の
功

罪
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
と
き
に
は
、
人
の
気
持
を
和
ら
げ
、

と
き
に
は
、
精
神
的
な
疲
労
を
忘
れ
さ

せ
ま
す
。

　
食
後
の
一
服
に
は
、
格
別
の
昧
が
あ

る
と
も
言
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
一
服
も
「
今
す
て
た
た

ば
こ
の
温
度
が
七
百
度
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
・
火
災
の
タ
熔
ゴ
で
あ
る
だ
け

に
、
う
っ
か
り
す
る
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
毎
年
、
尊
い
人
命
と
、
多
額
の
財
産

を
灰
に
す
る
、
こ

の
恐
ろ
し
い
火
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

の
も
っ
と
も
多
い

の
が
、
た
ば
こ
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
た
ば
こ
が
、
火

災
を
起
す
ま
で
の

経
過
は
次
の
考
　
　
接

な
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

一
、
投
捨
に
よ
る

　
も
の

二
、
火
の
つ
い
だ
た
ば
こ
が
気
づ
か
な

　
い
う
ち
に
落
下
し
た
も
の

三
、
消
し
忘
れ
に
よ
る
も
の

　
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
は
、
い
ず
れ
も

喫
煙
者
の
不
注
意
、
不
始
末
に
よ
っ
て

生
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
た

ば
こ
の
需
要
が
増
加
す
る
ご
と
に
、
出

火
件
数
も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

喫
煙
者
の
心
掛
け
と
し
て
次
の
こ
と
が

ら
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
火
災

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
防
火
に
対
す
る
再
認

識
を
一
層
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
．
、
た
ば
こ
の
投
捨
て
は
絶
対
に
し
な

　
い
。

二
、
く
わ
え
た
ば
こ
で
用
事
を
し
な
い

三
、
寝
た
ば
こ
（
と
く
に
飲
酒
し
た
と

　
き
）
は
絶
対
し
な
い
。

四
、
ち
ょ
っ
と
の
用
事
に
も
、
そ
の
場

　
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
完
全
に
消
す

五
、
灰
皿
の
あ
と
始
末
は
、
水
を
か
け

　
て
完
全
に
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か

　
ら
捨
て
る
。

酬榊魎

ホoイ

た
ば
こ
の
投
棄
て
火
事
の
も
と

）

恩
勤
，
鰍吻0鰹

行
楽
期
の
事
件
．

　
　
　
　
　
、
事
故
を
防
ご
う
’

　
さ
わ
や
か
な
実
り
の
秋
を
迎
え
、
ス

ポ
ー
ツ
に
レ
ジ
ャ
ー
に
と
、
屋
外
で
の

活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

行
楽
先
で
の
暴
力
や
盗
難
事
件
、
ゆ
う

ぎ
施
設
で
の
事
故
な
ど
が
目
立
っ
て
増

え
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
、
み
ん
な
で
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
暴
力
や
迷
惑
行
為
、
い
や
が
ら
せ

　
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
り
、
見
た
り

　
し
た
と
き
は
、
た
と
え
小
さ
な
こ
と

　
で
も
一
一
〇
番
で
警
察
へ
連
絡
し
ま

　
し
よ
う
〇

二
、
幼
い
と
ど
も
に
は
、
必
ず
保
護
者

　
が
つ
き
添
い
、
目
を
離
さ
な
い
。

　
ま
た
、
危
な
い
遊
び
を
し
て
い
る
こ
■

，
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
ひ
と
声

　
か
け
て
注
意
し
て
や
る
。

三
、
自
動
車
や
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ

　
を
か
け
、
貴
重
品
を
車
内
に
置
か
な

　
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
ド
ロ
に
ご
注
意

　
自
転
車
の
盗
難
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
被
害
の
多
く
は
、
駅
前
な
ど
の

路
上
や
空
地
に
放
置
し
て
あ
る
も
の
で

か
ぎ
の
な
い
も
の
、
か
ぎ
を
か
け
忘
れ

た
も
の
が
、
ド
ロ
ボ
ー
に
狙
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
盗
ま
れ
た
自
転
車
は
．
ド
ロ
ボ
ー
の

足
に
利
用
さ
れ
、
第
二
、
第
三
の
犯
罪

を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
大
切
な
膚
転
車
を
盗
ま
れ

な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ

い
。一
、
駅
前
な
ど
の
路
上
や
空
地
に
自
転

　
車
を
放
置
し
な
い
。

二
、
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
自
転
車
を
置

　
く
場
合
に
は
、
必
ず
か
ぎ
を
か
け
る

と
か
く
、
う
ま
い
話
の
裏
に
は
落

し
穴
の
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
半
額
の
値
段
で
売
る
と
い
う

行
商
人
や
、
．
今
買
わ
な
い
と
大
損

す
る
　
　
　
　
　
．
　
　
な
ど

買
気
サ
ギ
に
ご
用
心
を
そ

そ
る
言
葉
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

世
の
中
に
は
、
舌
先
三
寸
で
人
を

だ
ま
す
悪
い
者
も
い
ま
す
。

三
、
．
自
転
車
の
泥
よ
け
部
分
隆
所
有

　
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
す
る
。

四
、
自
転
車
防
犯
登
録
を
す
る
。
登
録

　
は
、
最
寄
り
の
自
転
車
店
で
行
っ
て

　
お
り
、
登
録
手
数
料
は
百
五
十
円
で
■

　
す
。

　
〉
カ
ギ
は
か
け
て
あ
り
ま
す
か

”
絶
対
に
ダ
メ
で
す
膣

　
秋
は
酒
が
う
ま
い
と
い
い
ま
す
が
、

「
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
を

持
た
な
い
」
と
い
う
鉄
則
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
族
や
友
人
も
「
運
転
す
る

人
に
は
絶
対
に
酒
を
飲
ま
せ
な
い
。
す

す
め
な
い
凶
こ
と
で
す
。

　
あ
な
た
の
家
か
ら
飲
酒
運
転
者
を
送

り
出
き
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

）

）

）

）
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子
供
キ
ャ
ン
プ
大
会

　
毎
年
の
行
事
で
あ
る
青
少
年
相
談
員

キ
ャ
ン
プ
大
会
が
南
北
小
学
校
六
年
生

を
対
象
に
、
八
月
十
三
、
．
十
四
日
秩
父

の
浦
山
渓
谷
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

年
信
長
雨
続
き
で
、
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
日
は
カ
ン
カ
ン
ど
照
り
つ

け
、
今
ま
で
の
う
っ
と
う
し
さ
を
忘
れ

さ
せ
る
ほ
ど
の
良
い
天
気
で
し
た
。

　
後
日
、
参
加
し
た
全
生
徒
さ
ん
か
ら

感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
紙
面
の

つ
ご
う
で
次
の
二
名
の
か
た
の
感
想
文

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
浦
山
ロ
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
南
小
六
年
　
井
出
　
収

　
「
オ
ー
イ
集
ま
れ
。
鐘
乳
洞
を
見
物

す
る
ぞ
。
」
み
ん
な
元
気
一
ぱ
い
に
集

ま
る
。
中
は
、
思
っ
た
よ
り
せ
ま
く
短

か
か
っ
た
。
鐘
乳
石
に
は
、
仁
王
の
足

く
だ
り
り
ゅ
う
の
背
な
ど
と
、
い
ろ
い

ろ
な
名
前
が
つ
い
て
い
た
。
ぼ
ん
と
に

名
前
ど
う
り
、
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。
鐘

乳
洞
の
見
物
が
終
る
と
、
大
望
の
キ
ャ

ン
プ
場
へ
向
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
は

荷
物
の
整
理
が
終
る
と
、
川
で
水
泳
を

し
た
。
川
の
水
は
、
思
っ
た
よ
り
は
る

か
に
冷
た
か
っ
た
。
み
ん
な
、
流
れ
に

の
っ
で
泳
い
で
き
た
。
深
い
浅
い
が
は

げ
し
く
て
、
け
が
を
し
そ
う
だ
っ
た
。

　
し
か
し
た
の
し
い
水
泳
も
、
雨
の
た

め
少
し
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
ぼ
く
た
ち
の
テ
ン
ト
は
、
格
別
に
ぼ

ろ
で
雨
も
り
も
は
げ
し
く
つ
ぶ
れ
か
け

て
い
た
。
雨
が
や
む
と
、
み
ん
な
で
テ

ン
ト
を
し
ゅ
う
理
し
た
ら
、
お
ん
ぼ
ろ

．
デ
ン
ト
は
た
ち
ま
ち
、
す
ば
ら
し
い
も

の
に
な
っ
た
。
　
（
中
　
略
）
朝
の
す
い

じ
当
番
は
、
ぼ
く
な
の
で
、
す
も
う
が

で
き
な
く
て
、
く
や
し
か
っ
た
。
長
瀞

の
博
物
館
で
は
、
き
み
の
悪
い
三
ツ
目

の
ブ
タ
、
五
本
足
の
犬
な
ど
が
い
た
。

　
ほ
か
に
秩
父
で
と
れ
る
石
、
動
物
な

ど
が
い
た
。
す
い
か
わ
り
で
は
、
悪
い

人
ば
か
り
そ
ろ
っ
て
い
た
せ
い
か
、
二

回
ぼ
う
を
、
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
行
き

の
元
気
一
ぱ
い
の
電
車
の
中
に
く
ら
べ

て
、
帰
り
は
、
し
お
れ
た
よ
う
に
元
気

が
な
か
っ
た
創
こ
う
し
て
、
考
え
て
み

る
と
、
と
く
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

南
北
小
学
生
が
、
い
っ
し
ょ
に
ま
じ
つ

て
な
か
よ
ぐ
協
力
し
て
キ
ャ
ン
プ
し
た

こ
と
で
す
。
・

　
楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
北
小
六
年
　
馬
場
真
佐
美

　
私
た
ち
六
年
生
は
、
南
小
の
六
年
生

と
い
っ
し
ょ
に
浦
山
ヘ
キ
ャ
ン
プ
に
行

き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
は
、
初
め
て
な

め
で
、
行
く
前
に
辞
書
を
ひ
い
た
ら
、
　
葦

野
寧
テ
ン
ト
・
天
董
責
て
あ
甑

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
原
始
人
の
よ
う
な
昂

生
活
を
す
る
の
か
と
思
う
と
、
胸
が
わ
　
陥

－
わ
ぐ
し
て
い
壱
た
．
（
中
略
二

　
次
は
、
た
の
し
み
に
し
て
い
た
、
キ
m

ヤ
ン
プ
場
で
す
。
着
く
と
同
時
に
組
分
晶

け
を
し
ま
し
菟
南
小
の
、
木
村
さ
ん
㎜

と
吉
野
さ
ん
と
恵
美
子
さ
ん
と
美
智
子
　

さ
ん
と
私
の
五
人
で
組
ま
し
た
。
川
で
昂

遊
ん
で
い
た
ら
、
雷
雨
に
な
り
、
テ
ン
　
M

ト
に
か
け
も
ど
り
服
に
着
が
え
ま
し
た
。
晶

私
た
ち
の
班
は
、
ご
の
ぶ
ん
じ
ゃ
ゑ

た
ぶ
ん
夕
ご
は
ん
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
晶

と
思
い
、
み
ん
な
で
お
か
し
を
」
点
ず
昂

つ
だ
し
あ
っ
て
話
を
し
な
が
餐
べ
て
㎜

い
る
と
、
外
が
「
ピ
カ
ピ
カ
ッ
。
」
と
　

光
り
㍉
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
と
も
の
す
ご
い
音
皿
…

が
し
ま
し
た
。
五
人
は
「
キ
ャ
ー
」
慮

言
っ
て
、
み
ん
な
し
て
だ
き
つ
い
て
し
，
昂

ま
い
ま
し
た
。
　
（
中
　
略
）
一
番
星
が
　
・

〆（

だ瓶

出
は
じ
め
た
こ
ろ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
㍑

ヤ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
十
一
班
の
私

た
ち
が
火
を
つ
け
ま
し
た
。
火
が
も
え

あ
が
り
、
火
を
中
心
に
輪
に
な
り
、
歌

づ
た
ゆ
お
ど
っ
た
り
、
お
も
し
ろ
い
ゲ

ー
ム
を
し
て
、
た
の
し
く
す
ご
し
ま
し

た
。
テ
ン
ト
に
も
ど
り
、
お
も
し
ろ
い

話
を
し
た
り
し
て
、
テ
ン
ト
の
中
は
、

少
し
も
さ
み
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
囲
り
が
、
静
か
に
な
っ
た
の
で
私
た

ち
も
、
や
す
み
ま
し
た
。
ほ
ん
と
に
楽

し
い
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。

農
地
へ
建
物
を

　
　
　
っ
く
る
と
き
は

　
村
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
法
に

基
づ
き
整
備
計
画
の
認
可
を
昭
和
四
十

八
年
三
月
に
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
計
画
に
は
「
農
用
地
区
域

」
と
「
農
地
」
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

一
、
農
屠
地
区
域
と
は

　
こ
れ
は
主
に
、
農
地
の
有
効
利
用
を

目
的
と
し
、
農
業
投
資
を
優
先
し
て
行

な
い
、
農
業
以
外
に
は
、
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
農
地
転
用
申
請
も
受
付

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
農
地
と
は

　
こ
れ
は
、
農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用

申
請
を
提
出
し
許
可
が
お
り
れ
ば
、
農

家
の
二
、
三
男
や
娘
の
住
宅
や
、
農
業

用
物
置
や
作
業
所
な
ど
を
建
築
す
る
こ

　
，
と
が
で
き
ま
す
。

　
ー
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
区
分
が
あ
り
■

　
ま
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
中
に
ば
、

　
農
地
の
ほ
と
ん
ど
が
乙
の
「
農
用
地
区

　
域
」
に
含
ま
れ
て
い
て
、
分
家
ど
こ
ろ

　
か
、
農
業
用
物
置
や
作
業
所
σ
必
要
が

　
あ
っ
て
も
造
る
こ
ど
が
で
き
な
い
で
、

　
こ
ま
っ
て
い
る
か
た
も
あ
る
と
思
い
ま

　
す
の
で
、
県
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
一

　
年
に
一
度
だ
け
「
農
用
地
区
域
」
か
ら

　
必
要
最
小
限
の
農
地
を
除
外
す
る
申
請

　
が
提
出
で
き
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
の
申
請
は
、
各
年
度
の
終
り
（
一

　
月
～
三
月
頃
）
に
一
括
し
て
、
農
林
事

　
務
所
を
通
じ
て
県
へ
提
出
す
る
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。

　
　
県
で
は
、
こ
の
書
類
を
一
件
一
件
審

　
議
し
回
答
し
ま
す
が
、
絢
半
年
ぐ
ら
い

　
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
農
家
の
か
た
で
、
こ
の
「
農
用
地
区

　
域
」
へ
建
物
を
造
る
予
定
の
あ
る
か
た

　
は
、
早
急
（
約
一
．
年
前
）
に
役
場
産
業

　
課
、
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
“
秋
の
味
”

　
　
　
江
南
栗
出
荷
始
ま
る

　
　
夏
の
長
雨
が
た
た
り
、
品
薄
高
値
で

　
キ
ロ
当
り
四
、
五
百
円
だ
そ
う
で
す
。

晶陥晶舳離　吊M晶扁
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テレビによる防災対策放送テーマ

　日本テレビ（主婦向け）

ごぞんじですか一防災ミニ百科一

☆毎週土曜日放送☆

フジテレビ（一般向け）

そのときあなたは？一くらしの中の防災一

☆毎週日曜日放送☆

10

　
月

5日

12日

19日

26日

旅館、ホテルで火災にあったら
お出かけ前に火の始末
こわいタバコ火災

石油ストーブを買うときは

一6日

13日

20日

27日

木造密集地に火事が起きたら
地震に備える消防団
LPガスの安全な取扱い
正しく使おう電気器具

　
　
ま
め
辞
典

　
か
ら
っ
と
晴
れ
た
日
に
は
、
で
き
る

だ
け
寝
具
は
戸
外
で
干
す
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　
と
く
に
寝
間
着
は
、
夏
と
ち
が
っ
て

毎
日
お
せ
ん
た
く
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
か
ら
、
晴
れ
て
さ
え
い
た
ら

干
し
て
着
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
日
の
ぬ
く
も
り
の
残
っ
て
い
る

寝
具
の
快
適
ざ
は
、
お
金
で
は
と
て
も

買
え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
三
つ
折
の
マ
ッ
ト
レ
ス
や
ま

く
ら
な
ど
、
フ
ォ
ー
ム
製
品
は
、
直
射

日
光
を
あ
て
る
と
老
化
の
お
そ
れ
も
あ

る
の
で
う
ぢ
ょ
つ
と
日
を
さ
え
ぎ
っ
て

風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
ひ
ろ
げ
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

』
ま
た
、
サ
テ
ン
な
ど
の
掛
け
ぶ
と
ん

衛生関係行事予定表

は
、
シ
ー
ツ
を
か
け
た
ま
ま
干
す
と
色

や
け
を
防
げ
ま
す
。

　
ま
だ
日
が
あ
る
か
ら
ど
い
っ
て
、
寝

具
を
戸
外
へ
出
し
た
ま
ま
入
れ
お
し
み

し
て
い
る
と
、
日
の
落
ち
る
こ
ろ
急
に

冷
え
こ
み
ま
す
の
で
、
湿
気
を
呼
ば
な

い
う
ち
に
早
め
に
と
り
こ
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
角
甥
』

　
　
　
｛
罰
－
ざ
．

月 行　　　　　事 対象者 一場　　所
　、

時　　間

10

　
月

15日生ワクー斉投与－ 48．1．1～49．6．30 母子センター 1：30～2：30

17日　狂犬病予防注射

21日　妊婦検診 村内の妊婦全員 母子センター 1：30～2130

23日　3種混合
47．7．1～47．12．31
48．7．1～48．12．31

11

　
　
月

31日　狂犬病予防注射

5日　3ケ月児検診 49』8月生まれ 母子センター 1：30～2：30

7、8日　胃検診 〃 8：30～

11日　乳ガン 〃 1：00～2・：30

18日　妊婦検診 村内の妊婦全員 〃 1：30～2：30

20日・献　　血 〃

12

　
月

22日　3種混合
47．7．1～47．12‘31
48．7．1～48．12．31

〃 1：30～2：30

2日　3ケ月児検診 49．9月生まれ 〃 〃

16日　妊婦検診 村内の妊婦全員 〃 〃

1銀3種混合
47．7．1～47．12．31
48．7．1～48兜12。31

〃 〃

20日　インフルエンザー般 3才以上希望者 〃 ク

　
　
狩
猟
解
禁

　
村
で
は
、
十
一
月
一
・
日
か
ら
二
月
十

五
日
ま
で
の
、
日
曜
・
祭
日
に
猟
が
解

禁
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
も
猟
区
管
理
規
程
に
よ
り
、

案
内
人
を
付
け
、
事
故
防
止
に
ば
、
万

全
の
措
置
を
取
っ
て
来
ま
し
た
が
ざ
ら

に
今
年
は
、
入
猟
者
を
昨
年
ま
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
一
日
に
二
十
五
人
ま

　
　
　
　
　
　
　
で
受
付
け
ま
し
た
が

　
　
　
　
　
　
今
年
か
ら
は
、
半
分

　
　
　
　
　
　
以
下
の
十
人
に
制
限

　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
人
家
な

　
　
　
　
　
　
ど
の
附
近
で
は
、
絶

　
　
　
　
　
　
対
に
猟
を
し
な
い
よ

　
　
　
　
　
・
　
う
、
厳
重
に
注
意
を

※この表は予定ですので変更することがあります

呼
び
か
け
ま
す
。

　
江
南
村
の
猟
区
の

指
定
期
間
は
、
あ
と

三
ケ
年
の
期
問
が
、

残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
及
び
猟
友
会
と

．
い
た
し
ま
し
て
も

　
事
故
が
起
ら
な
い

よ
う
、
な
お
一
層
努

力
い
た
し
ま
す
の
で

み
な
さ
ま
の
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
ね

が
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
☆
☆
　
☆

う
っ
か
り

狩
猟
解
禁
で
す

銃
の
取
扱
炉
は
厳
重
に

垂
驚

　
県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
賢
い
消

費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
と
お
り
一
日
教
室
を
開
き
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
射
、

熊
谷
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
鎌
倉
町
、

鎌
倉
ビ
ル
ニ
階
）
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

10

月
8
日
（
火
）
救
急
箱
の
話
し

　
　
け
が
、
や
け
ど
な
ど
と
っ
さ
の
場

　
　
合
ど
う
す
る
か
。
又
ど
ん
な
も
の

　
　
を
用
意
し
て
お
く
か
。

　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

n
且
5
日
（
火
）
米
・
（
商
品
研
究
）

　
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
半
ま
で

11

月
1
2
日
（
火
）
和
服
の
着
つ
け

　
　
ど
ん
な
時
ど
ん
な
物
を
着
る
か

　
　
上
手
な
着
方
に
つ
い
て

　
午
後
一
時
半
か
ら
一
二
時
半
ま
で

r
ぞ

1
』 ／

）

）




